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　伊是名小学校で１月24日（金）１校時、字諸見出身で現在、琉球
大学地域連携推進機構に勤める東江あやか氏を講師に招き、「シ
ロアリの行動をあやつる実験」と題した出前授業が行われました。
　４～６年生の子どもたちは、シロアリの生態について、真剣な
眼差しで話に耳を傾けていました。東江氏は、「伊是名の自然に
は様 な々面白さがあるので、五感を生かしながら目を向けてほし
い」と話していました。 

ようこそ先輩！！

令和7年 新春伊是名村民の集いで賑わう

　

新
春
伊
是
名
村
民
の
集
い
実
行
委
員
会

（
伊
是
名
村
長
奥
間
守
実
行
委
員
会
長
）

主
催
の
令
和
7
年
新
春
の
集
い
が
1
月
24

日
（
金
）
、
村
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
よ
る
最
初
の
開
催
と

な
っ
た
今
年
の
新
春
の
集
い
に
は
、
村
内

外
か
ら
１
６
８
名
が
参
加
、
新
春
の
幕
開

け
を
共
に
祝
い
ま
し
た
。

　

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
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で
提
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れ
た
料
理

は
、
Ｊ
Ａ
、
漁
協
、
商
工
会
女
性
部
、
な

か
川
館
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
に
食
材
調

達
か
ら
調
理
ま
で
行
な
っ
た
も
の
で
、
参

加
者
は
島
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
、
カ
ク
テ
ル
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
島

産
ラ
イ
ム
を
使
っ
た
常
盤
ソ
ー
ダ
割
や
幻

の
泡
盛
「
金
丸
秘
蔵
酒
」
を
求
め
て
参
加

者
の
列
が
で
き
、
島
酒
の
魅
力
を
再
発
見

す
る
参
加
者
の
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

舞
台
に
お
い
て
は
、
字
伊
是
名
の
エ
イ

サ
ー
や
コ
ア
ラ
ニ
フ
ラ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
字
勢
理
客
区
民
に
よ
る

サ
ー
ダ
ー
ズ
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
が
披
露
さ

れ
、
最
後
は
会
場
全
体
に
よ
る
カ
チ
ャ

シ
ー
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
主
催
で
は
第
1
回
目
と

な
っ
た
今
回
の
新
春
の
集
い
。
参
加
者
か

ら
は
「
ま
だ
ま
だ
村
民
の
参
加
者
が
少
な

い
。
も
っ
と
村
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や

す
い
集
い
に
し
な
い
と
。
」
と
の
声
も
あ

り
、
改
善
さ
れ
た
来
年
の
新
春
の
集
い
が

楽
し
み
で
す
。

出前授業
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　小学5年生の給食で、伝統工芸品である琉球漆器に
盛り付けられた、赤飯、豚肉の生姜焼き、島の「もずく」を
使用した「もずくの味噌汁」、沖縄の伝統料理である
「スーネー（白和え）」や「サーターアンダギー」が用意さ
れ、数えで十三歳になったことを皆でお祝いしました。
　通常では味わえない給食時間を、お世話になっている
学習支援員の先生や図書館の先生をお招きして、みん
なで楽しみました。前日には、栄養教諭の儀保先生によ
る琉球漆器についての事前学習や、実際に漆器に触れ
てみる体験も行われました。

献立は、事前に児童が考えました♪

令和6年度 （第３１次）

伊是名村 「 少年の翼 」

琉球漆器で十三祝い2月5日（水）

　１月27日（月）～31日（金）の日程で伊是名村「少年の翼」派遣事業とし
て、伊是名小学校６年生１３名と引率者５名の計１８名が北海道日高町を
訪れ、北の大地の友人達と交流を深めました。二日目のスキー体験や夕食
交流会、三日目の日高小学校児童との交流学習など先生方、保護者、地域
の皆様のおもてなしで、素敵な時間を楽しく過ごすことができました。

１日目：北海道へ出発
２日目：スキー体験／夕食交流会
３日目：日高小との交流会／札幌観光
４日目：沖縄へ出発
５日目：帰村

旅
行
日
程
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　毎年1月26日は、国が定める「文化財防火デー」となって
おり、全国的に防火訓練が実施され、本村においては1月
24日（金）に国指定重要文化財「銘苅家住宅」にて防火
訓練を実施しました。
　主屋にて火災が発生したことを想定し、出動要請を受
けた伊是名村消防団が現場へ急行、機敏な消防操法で
放水を行いました。見学に来ていた保育所の子どもたちや
小学校３年生の子どもたちは消防団員の動きを羨望のま
なざしで見つめていました。
　訓練終了後の式典で、奥間守村長は「村民の生命、財
産を守るため献身的に職務を遂行している消防団員の皆
様に感謝申し上げると共に、
今後とも本村文化財保護行
政にご理解とご協力をお願
いします」と激励しました。

せんぼう

　1月24日(金)、伊是名漁港荷さばき施設にて令和7年
漁期モズク操業安全祈願祭が行われ、村長、組合長を
はじめ漁業関係者等が出席し、操業期間中の安全操業
と豊作を祈願しました。
　1月24日以降からは早摘みモズクの収穫となり、4月か
らは本モズクの収穫が始まる予定です。今期のモズクは
全体で1,000ｔ前後の収穫が予想されています。
　島のモズクが豊作でありますように。

　沖縄県では、健康づくりに積極的に取り組む事業所・団体を表彰し、
その活動を広く紹介することにより、健康づくり活動の展開とその活動へ
の関心を一層高めることを目的に沖縄県健康づくり表彰（がんじゅうさび
ら表彰）を実施しており、今年度は地域活動部門において、【諸見アッ
ハッハ88クラブ】が準グランプリを受賞しました。
　諸見アッハッハ88クラブは、地域住民が主体となり、百歳体操やレク
リエーション活動、各種イベントを実施し、介護予防・健康増進に取り組
んでいます。地域の高齢者の運動習慣付けや集いの場としての役割も
担っており、90歳以上の方も体操に参加しています。

島のモズク収穫が始まりました！ 伊是名村文化財防火訓練
1/24日（金）第45回 

　２月３日(月)、村立保育所で、一年の無病息災と幸せを願い、豆まきが行われました。登
所後、みんなで楽しくおもちゃの鬼を退治していると突如、鬼が登場！子ども達は慌てて先
生の後ろに隠れては、終始大粒の涙を流しながら豆をまき、鬼を無事に退治すると一回り大
きくなった凛 し々い表情を見せていました。

鬼が来たー！！

諸見アッハッハ88クラブ（字諸見区）
表彰式

村長報告

準グランプリ受賞
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親子健康手帳ケースの寄贈がありました！

　2月7日、JAおきなわ伊是名支店より伊是名村へ「JA共済オリジナル親
子健康手帳ケース」20個が寄贈されました。
　この取り組みはJA共済の地域貢献活動の一環として次世代を担うお子
さまの誕生を祝い、安心して育児ができる環境作りの支援を目的としてお
り、平成29年度から毎年行われています。
　ケースは親子健康手帳や診察券証などが収納で
きる便利なつくりとなっており、例年ご好評をいただ
いております。

過去最大の出店舗数で賑わう 島ぞら市

　2月11日、第7回島ぞら市が村産業支援センターで開催されました。島ぞ
ら市は、令和5年より同実行委員会が企画、運営し今年で3年目を迎えます。
　当日会場には、島内の飲食店や団体のフード出店、島野菜や野菜の苗の
販売など、島内外から21店舗が出店。また舞台では、キートスチアダンスチー
ム伊是名島教室の発表が行われるなど、多くの老若男女で賑わっていました。
　同実行委員会会長の長尾瑞紀氏は「多くのサ
ポートがあり3年目を迎えられています。おかげで
年々、子育てママの出店が増えてきている。これか
らも、島人が輝く場の創出を継続していきたい。」と
想いを語りました。

ご寄附を賜りました

村商工会より
　2月14日、伊是名村商工会会長の東江源也氏が村教育委員会を訪問し、
令和6年の「もずくの佃煮」の売上、1商品につき2円の寄付金を照屋巧教育
長に贈呈しました。
　伊是名村商工会では、平成23年から島産もずくを使用した商品「もずくの
佃煮」（株式会社ホクガン製造）の売り上げの一部を、島の子ども達の教育資
金に役立ててほしいと、村育英会に寄付する活動を行っています。
　もずくの佃煮は、機械老朽化により昨年をもって生産が終了しているため、
今年が最後の寄付となる。平成23年から14年間の寄付総額は440,202円。
これまでご愛顧いただいた皆様に、この場をおかりして感謝を申し上げます。

島ぞら市実行委員会より
　2月3日（月）、長尾瑞紀氏、宮城香澄氏、末吉花枝氏（島ぞら市実行
委員会）が教育委員会を訪れ、寄附金の贈呈がありました。これまでに開
催されたフリーマーケット「島ぞら市」の収益の一部をご寄附いただいたも
ので、実行委員会を代表して長尾氏は、「世代を超えて交流できる場所と
して、これからも創意工夫を重ねながら「島ぞら市」を継続していきたい。」
と話していました。寄附金は、育英基金として活用させていただきます。

ながお    みずき みやぎ    かすみ すえよし   はなえ
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沖縄県離島住民割引運賃カードの
更新について

　現在ご利用中の「離島住民割引運賃カード」は、更新申請が
必要となります。お手持ちのカードの有効期限をご確認の上、商
工観光課窓口にて手続きをお願いします。

令和７年度  貸与奨学生募集

対象
(１)沖縄県内に住所を有する者の子弟で、国内の大学、大学院、
高等専門学若しくは専修学校(専門課程)の在学する者(令和７
年４月１日現在)
(２)沖縄県出身海外移住者の子弟で主たる住所を海外に有
し、県内の大学若しくは大学院に在学する者(令和７年４月１日
現在)
(３)学業、人物ともに優秀であるが経済的理由により修学に困
難があると認められる者
※その他詳しくは募集要項、ホームページ等でご確認ください。

採用予定数
大学８４人程度、大学院９人程度、
高等専門学校 若干名、
専修学校(専門課程)１４人程度、
沖縄県出身海外移住者子弟 若干名

● 沖縄県離島住民割引運賃カード交付申請書
　（商工観光課・切符売場にて備え付け）
● 住民票、健康保険証、運転免許証、マイナンバーカード等の
　島内住所が確認できる書類
　（障害者手帳をお持ちの方は手帳も持参して下さい）
● 離島出身学生（高校生以上）の場合は学生証又は在学証明書
● 印鑑
● 顔写真 （切符売場にて300円で撮影できます）

information情報コーナー

［お問い合わせ］
 商工観光課  ☎0980-45-2534　FAX 0980-45-2823

［お問い合わせ］
（公財）沖縄県国際交流・人材育成財団 奨学課 ☎098-942-9213

・ 小学生より小人料金が発生し、中学生からは大人料金となります。
・ 割引運賃を適用するには、切符売場にてカードの毎回提示が義務
　 付けられています。
・ 期限切れの場合は割引が適用されませんので、通常料金となります。

カード発行業務（月～金）
午前9時30分～午前11時30分／午後2時00分～午後4時00分
（発行まで20分程かかります）

必要書類

※
注
意

年間
一人

50
0円

和 年
七

令

そ
な
え
て
安
心

未
来
の
た
め
の

ワ
ン
コ
イ
ン
！

各町村役場・沖縄県市町村総合事務組合

交通災害共済
 ※令和7年2月1日から受け付けます！

詳しくは、お住いの町村役場へお問い合わせください。

共済期間：令和7年4月1日～令和8年3月31日まで
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　　　　～５日間のスケジュールイメージ～

　　　【水難救助員認定講習】

1日目　終日　座学

２日目　終日　海域トレーニング

３日目　実技検定+筆記検定

　　　【シュノーケルガイド認定講習】

４日目　終日　座学

５日目　終日　海域実技

OMSB水難救助員は、「沖縄県水難事故の防止及び遊泳者等の安全

の確保等に関する条例に規定する水難救助員の 資格を有する者」と

して、沖縄県公安委員会より認定されています。この水難救助員に関し

て条例は、海水浴場開設者は 人命救助を行うために必要な水難救助

員（監視員）を置くことに務め、プレジャーボート提供業者は水難救助を

行うため の水難救助員を置かなければならないと定めています。

　　　泳力・フィン泳力・潜水能力実技内容（参考）

①フリッパー４００ｍ（９分以内）

②２５m平行潜水（スノーケル、フィン無し）

③立ち泳ぎ（５分間）

④サーフェスダイブ（水深５ｍ程度）（３点セット装着）

⑤８００ｍ遠泳（フィン、スノーケル無し）

受�料37,000円

お申�/お問�せ

OMSB���
受�者募�

　�員８�
�切３/２０

���助員�����＆
シュノーケルガイド�����

マリンレジャー業でガイドになるには、���助員の
����を�り���員�への�け�が必�です�

　　一��団��いぜな���協�
TEL:0980-45-2435(平日9時-17時)

���助員��

���助員��

���員������助員�

受����18歳�上65歳�下で、呼���・����の��がなく��な�　　

�師�一��団��沖�マリンセーフティービューローOMSB

シュノーケルガイド��

STEP１：水難救助員認定講習

STEP２：シュノーケルガイド認定講習
受�料22,000円

2025年4月21.22.23日

2025年4月24.25日

場所：伊是名島
（ビーチ/漁港）

水難救助員認定講習会&シュノーケルガイド認定講習会水難救助員認定講習会&シュノーケルガイド認定講習会

重度心身障害者（児）医療費助成のご案内

　病院や薬局で医療費を支払った場合、支払った医療費のうち保険適用分の自己負担金を
助成する制度です。助成を受けるには支給認定の申請手続きが必要です。

【お問い合わせ】伊是名村役場　住民福祉課　0980-45-2819

1．重度心身障害者(児)医療費助成とは

● 身体障害者手帳　障害程度等級表の1級又は2級　● 療育手帳　A1又はA2

2．助成対象者

3. 支給認定の申請に必要なもの
● 身体障害者手帳または療育手帳の写し　● 保険証の写し　● 所得証明書または同意書

4.自動償還払いの流れ

❸ 医療費を病院窓口で支払い　❹ 約２ヶ月後に指定の口座へ振り込み
❶ 県内医療機関を受診（歯科・調剤薬局含む）　❷ 受給者証と保険証を提示

※一部自動償還払いができない医療機関があります。　その際は領収書を住民福祉課窓口までお持ちください。
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比嘉　一幸
非公開（ネット申込含む）３名

計

-
-

-
-

90,000

ご結婚おめでとう
神田 翼・里帆

令和７年２月９日
入籍おめでとうございます。末永くお幸せに♡♡♡

固定資産税・軽自動車税・村県民税について
総務課 45-2001
国民健康保険税・後期高齢者保険料について
住民福祉課 45-2819

お問い合わせ

村・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者保険料
の納期限です！

令和７年１月８件の御寄附をいただいたうち、公表をご希望される方の情報を掲載しております。（順不同）

令和７年1月に御寄附いただいた企業様を公表致します。※公表をご承諾いただきました企業様のみ掲載しております。

　皆様からお寄せいただいた寄附金は、「自然と歴史、人が輝く ときわ
のしま・いぜな」をめざして各事業、村発展のために使わせていただきま
す。 ありがとうございました。

　皆様からお寄せいただいた寄附金は、地方創生事業に活用させて
いただきます。応援いただきありがとうございます。

尚円王の里いぜな島応援寄附金

企業版ふるさと納税寄附金

寄附事業名寄附事業名 寄附金額件数件数

自然環境の保全及び歴史・文化の継承に関する事業
教育活動及び人材育成に関する事業
健康、社会福祉及び子育て支援に関する事業
産業振興、生活環境整備及び定住促進に関する事業
その他目的達成のため村長が必要と認める事業

　　　　　　　　　合　　計

2
1
2
2
1

8

20,000
12,500
22,500
22,500
12,500

90,000

円
円
円
円
円

円

※「－」は非公表希望

企  業  名企  業  名 住所（所在地）住所（所在地） 寄附金額
円
円

株式会社　カネヒデ
　　　　計

愛知県安城市 3,000,000
3,000,000

寄附事業名寄附事業名 寄附金額件数件数
移住・定住に関する希望を実現する事業    
結婚・子育てに関する希望を叶える事業    
多様な地域を形成する事業    
　　　　　　　　　合　　計

0
0
１
１

0
0

3,000,000
3,000,000

円
円
円
円

※「－」は非公表希望

※非公表希望の企業様の寄附金額は含めておりません

１令和７年１月  ふるさと納税実績

１令和７年１月  企業版ふるさと納税実績

令和
６年度

便利な口座振替おすすめです！
納付のご相談も
お気軽にどうぞ！

督促手数料：

延　滞　金： 納付期限の翌日から完納するまでの日数に応じて
計算した延滞金が加算されます。

納期限後20日以内に督促状が発送され、
督促手数料が加算されます。

※納期限までに納付されない場合は、地方税法に基
づき督促手数料及び延滞金が加算されます。
　納めづらくならないように、納期限を守りましょう！

１日㈯
４日㈫
８日㈯

  ～12日㈬
14日㈮
17日㈪

土帝君祭り
県立高校一般入試（～５日）
中学校第７7回卒業式
伊平屋フェリー（ドック入り終了）
保育所卒園式／二月ウマチー(麦穂祭り)
幼稚園卒園式／彼岸入り

１日㈫
3日㈭
4日㈮
9日㈬
10日㈭

11日㈮
12日㈯
13日㈰
19日㈯

保育所入所式／進級式
公事清明祭
清明（シーミー）
小・中１学期始業式／幼稚園入園式
小学校入学式／中学校入学式
ウタキ折目(麦作の感謝)
山ナジー(神山開き)
三月ウマチー／麦大祭
田植中ノ折目(ターヌヤーヌウイミ・豊作祈願)
環境プロジェクト／第一回村内一斉清掃

(旧姓：仲田)

18日㈫
19日㈬
20日㈭
21日㈮
23日㈰
26日㈬

小学校卒業式／県立高校合格発表
幼・小・中修了式 離任式
春分の日
教職員送別会（PTA主催）
彼岸明け
小・中離任職員離島

25日㈮
28日㈪
29日㈫

伊是名村環境の日
アブシバレー
昭和の日

9 期

3月31日(月)

納期
納期
納期
納期
納期

固定資産税
軽自動車税
村・県民税

国民健康保険税
後期高齢者保険料


